
長崎県型イチゴ高設栽培システムにおける品種「さちのか」の基肥施肥量

［要約］長崎県型イチゴ高設栽培システムで品種「さちのか」を促成栽培する場合の

基肥施肥量は、「とよのか」標準施肥量の７５％相当のａ当たりＮ成分で１．３ｋｇ

施肥することにより、頂果房及び腋果房の安定した収量が得られる。
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資料名：

［背景・ねらい］

長崎県型イチゴ高設栽培においては、ほとんど品種「とよのか」が栽培されているが、

冬期の果実着色の改善や栽培農家の負担になっている玉出し作業やジベレリン処理等作業

の省力化を図る必要がある。

このため、これらの改善や省力が可能な品種「さちのか」の栽培を試験し、今回、専用

基肥の施肥量について検討した。

［成果の内容・特徴］

１．長崎県型イチゴ高設栽培システムで栽培した品種「さちのか」は、果実着色が良好

で果実糖度（ブリックス）も１２程度を確保できる（表１）。

２．栽植本数を700株／aとした場合、基肥施肥量を「とよのか」の標準量の７５％相当

の a当たりＮ成分で１．３ｋｇとすることにより、１２～１月の頂果房の果形・収量

が安定する（表２）。

３．同様に、２月以降の腋果房の収穫開始時期が遅れず、期間収量が多くなる（表１，

２、図１）。

４．これらのことから、長崎県型イチゴ高設栽培システムで「さちのか」を促成栽培す

る場合の専用基肥は、「とよのか」の標準施肥量の７５％相当施肥することで、頂果

房及び腋果房の安定した生育・収量が得られる。

［成果の活用面・留意点］

１．長崎県型イチゴ高設栽培システムを利用した９月中下旬定植とする。

２．基肥は、高設栽培専用のいちごロングパワー(11-9-8）を用いる。

３．マルチ時に追肥としてｽｰﾊﾟｰﾛﾝｸﾞ180を3kg/a（N-0.42kg)施肥する。

４．ジベレリン処理は、草勢が維持できれば不要である。



［具体的デ－タ］

表１ 基肥施肥量が生育に及ぼす影響 （a当たり）

収穫開始日 果梗枝径 果実糖度(Brix)

区 名 頂果房 第1次腋果房 先端 中央

mm

標準施肥 50%区(N-0.88kg) 12/11 2/ 5 3.49 12.3 10.6

標準施肥 75%区(N-1.32kg) 12/11 2/ 7 3.70 12.9 11.3

標準施肥100%区(N-1.76kg) 12/11 2/15 3.73 12.7 11.1

有意差 * N.S *
l.s.d(5%) 0.20 0.6

注１）定植日：9月18日、 株間20cm 2条植（700株／a）

２）果梗枝径調査：1月22日、糖度調査：12/27

３）標準施肥：とよのかの基肥標準施肥量

表２ 基肥施肥量が収量に及ぼす影響 （a当たり）

総収量 変形果 不受精果 商品1果重

区 名 12～1月 2～4月 計 重量 重量 12～1月 2～4月

kg kg kg kg kg g/果 g/果

標準施肥 50%区 118 335 453 8 0.6 18.0 16.7

標準施肥 75%区 148 337 485 8 0.4 18.4 16.5

標準施肥100%区 133 299 432 14 0 18.9 16.2

有意差 * * * * N.S
l.s.d(5%) 21 32 42 0.8

注１）収穫期間：12月11日～4月27日までの調査

２）変形果：縦溝または先青果

図１ 月別収量推移

［その他］
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